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研究成果の概要（和文）： 

根腐病抵抗性の4倍性Rosa multifloraと根頭がんしゅ病抵抗性をのPEKcougelを交配し、複合抵抗性
台木の育成を目指した。得られた種子から胚を摘出して胚培養を行った。遺伝子マーカーを用いて交
雑後代の検証を行った結果、3個体のF1個体が得られた。これらのF1は根頭がんしゅ病と根腐病に対し
て高い複合抵抗性が確認できた。接木親和性検定の結果、‘F1 No.1’、‘F1 No.5’が台木として有望であ
った。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to breed of multiple disease resistant rootstock, tetraploid Rosa 
multiflora with root rot disease resistance and PEKcougel with crowngall disease resistance were 
crossed. Embryo was excised from the obtained seed and embryo culture was carried out. From result of 
investigating crossed progenies using a genetic marker, three F1 were obtained. These F1 has identified 
high multiple disease resistant to root rot disease and crowngall disease. 'F1 No.1' and 'F1 No.5' were 
promising as a stock as a result of graft compatibility test. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 7,900,000 2,370,000 10,270,000 
2009 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 
2010 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 
2011 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

総 計 14,800,000 4,440,000 19,240,000 
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１．研究開始当初の背景 

国内の切りバラ消費量は約5億5000万本と推
定されているが、インド、韓国、ケニアからの輸入
切りバラが年々増加して20％を占め、国内生産
量は約4億5000万本と年々減少し続け、国内生
産における生産コストの低減と生産性の向上が
重要な課題となっている。国内バラ生産は60%が
ロックウール栽培などの養液栽培となっており、
養液を介在する土壌伝染性病害による被害は生
産コストの増加と生産性の低下の原因の1つとな
っている。その主要病害として根腐病と根頭がん

しゅ病を挙げることができる。 
根頭がんしゅ病は、切花生産段階での治療法

がなく、苗生産段階で徹底した病害の防除を行
う以外に対応策がない。本病害に罹病すると生
産性や品質の低下が著しい。根腐病は伝染性
が著しく高く、ロックウール栽培において甚大な
被害をもたらし、罹病した株は枯死するため著し
い生産性の低下を招いている。 

これらの病害に対する防除法としては、化学
薬剤による殺菌処理があるが、近年の環境問題
を鑑み、農薬を使用しない対策法を早急に開発
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する必要がある。両病害に対して、農薬に頼らな
い最も有効な方法として抵抗性台木の育成があ
る。 

申請者らは、両病害の抵抗性品種に関する研
究をこれまで行ってきた。根頭がんしゅ病につい
ては、平成13～15年度に科学研究費基盤研究
(B)(2)において、PEKcougelが根頭がんしゅ病に
対して抵抗性を持つことを明らかにすると共に、
その根頭がんしゅ病抵抗性の発現機構について
生化学的、組織学的に検討し明らかにしてきた。
また、平成12～17年度には農水省「21世紀グリ
ーンフロンティア研究、遺伝子組換え及びクロー
ン技術による画期的な動植物の開発」において
PEKcougelの根頭がんしゅ病抵抗性形質が後代
に遺伝することを明らかにした。さらに根腐病に
ついてもRosa multifloraが抵抗性を示すことを明
らかにし、その抵抗性機構を解明すると共に、
Rosa multifloraが持つ根腐病抵抗性が後代に遺
伝することを明らかにした。 

平成18年度からは農水省「先端技術を活用し
た農林水産研究高度化事業」において、両病害
に対する複合抵抗性台木の育成についての応
用的研究を開始し、複合抵抗性台木の育成に
取り組んできている。 

これらの研究過程において、根頭がんしゅ病
抵抗性を持つPEKcougelは4倍体であり、根腐病
抵抗性を持つR. multifloraは2倍体であることか
ら、両者を交配しても後代の育成が困難であるこ
と が 明 ら か と な り 、 コ ル ヒ チ ン 処 理 に よ る R. 
multifloraの4倍性個体を得ることができた。 

 
２．研究の目的 
国内の切りバラ生産における生産コストの低

減と生産性の向上を図るために、主要病害であ
る根腐病と根頭がんしゅ病に対する抵抗性台木
の育成を目的とする。 

これまでの研究過程において、根頭がんしゅ
病抵抗性を持つ PEKcougel は 4 倍体であり、根
腐病抵抗性を持つ R. multiflora は 2 倍体である
ことから、両者を交配しても後代の育成が困難
であることが明らかとなり、コルヒチン処理による
R. multiflora の 4 倍性個体を得ることができた。 

本研究では、根頭がんしゅ病抵抗性を持つ 4
倍性の PEKcougel と 4 倍性 R. multiflora を交配
して得られる Fl について根頭がんしゅ病および
根腐病抵抗性の検定を行うとともに、その検定
結果を基に DNA 解析を行い、根頭がんしゅ病
および根腐病抵抗性に関わる遺伝子マーカー
の開発を試みる。 
 
３．研究の方法 
(1) 4倍性のPEKcougelと4倍性R. multifloraの交

配を行う。 
(2) 結実した種子から胚を摘出し、胚培養で個

体の獲得を図る。胚培養の条件を検討して、
種間雑種による成長点組織の座視を回避し
てF1個体を獲得する。 

(3) 胚培養によって成長が見られた個体につい
て、順化、鉢上げを行う。 

(4) 鉢上げした個体について、本申請で購入し
たプロイディーアナライザーを用いて倍数性
の確認を行い、4倍体であることを確認する。 

(5) 雑種であることが確認できた個体について、
PEKcougelおよびR. multifloraの特異的プラ
イマーを用いて交雑後代の検証を行う。 

(6) 雑種個体について、既開発済みの根頭がん
しゅ病検定法（節間部接種法）を用いて根頭
がんしゅ病抵抗性検定を実施するとともに、
同様に既開発済みの根腐病抵抗性検定法
（人工気象装置と循環式Ebb&Fowシステム
を用いた検定法）を用いて根腐病抵抗性検
定を実施する。 

(7)抵抗性検定が終了した F1 個体について、発
根特性および接木親和性を検定すると共に、
切花品種を接木して台木特性を検定する。 

 
４．研究成果 

4倍性R. multiflora×PEKcougelの交配では
４年間で4,830花に交配を行い、4,325個の種
子から胚を摘出して胚培養を行った。同様
にPEKcougel×4倍性R. multifloraの交配では
168花に交配して412個の種子から胚を摘出
して胚培養を行った。胚培養では本葉展開
後に成長点組織が座死する現象がみられた
ため、未熟胚培養と成熟胚培養の手法を導
入して成長点組織の座死の回避を試みた。 
成熟胚培養では、MS培地＋GA3 10-6Mの

培地（ショ糖3%、ジェランガム0.2%、pH5.7
）からMS培地＋BPA 10-5M＋GA3 10-6Mの培
地（ショ糖3%、ジェランガム0.2%、pH5.7
）で継代培養し、交雑種子の発芽後の致死を
回避する方法として、交雑個体を37℃の高温
条件下で育苗する方法では常温で育苗した
時と同じ褐変症状が現れ、生存個体を得るこ
とができなかった．未熟胚からの不定胚培養
では6個体の不定胚様組織が形成されたが、
その後生育を停止し、交雑個体を得ることが
できなかった．成熟胚直前に発育した胚を培
地上で通常発芽させる方法では6個体の生存
個体を獲得できた．６個体についてプロイ
ディーアナライザーを用いて倍数性を
確認した結果、３個体のF1個体が４倍
体であった。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胚培養後に順化した個体のフローサイトメトリー
P：標準指標のPetroselium crispum



 

 

 
PEKcougelとR. multifloraの特異的プラ

イマーの開発については、PEKcougel
においてKSN gene detect;1.2kbプライマー
が使用可能であったが、R. multifloraについ
ては、R. multifloraが交配親として用いられ
ている20品種およびR. multifloraとの血縁が
ない７品種を用いて10merランダムプライ
マー300種類を用いてRAPD分析を行い、R. 
multiflora特異的なバンドを形成するプライ
マーOPAK16を特定し、形成された800bpの
バンドの塩基配列から独自のプライマー
OPAKM1を設計した。 

バ ラ 根 頭 が ん し ゅ 病 抵 抗 性 品 種 の
PEKcougel とバラ根腐病抵抗性品種の R. 
multiflora ‘Matsushima No.3’との交配で得ら
れた３個体F1について、KSNマーカー及び
OPAKM1マーカーを用いて交雑後代の検証を
行った結果、これらはいずれも交雑後代である
ことが検証できた。 

これら3個体のF1について、既開発済みの根
頭がんしゅ病検定法（ex vitro浸漬検定法）を用
いて根頭がんしゅ病抵抗性検定を実施した。 

根頭がんしゅ病抵抗性検定の結果、F1の３個
体はいずれも抵抗性のPEKcougelと同等の根頭
がんしゅ病抵抗性を示した。また、根腐病抵抗
性についても同様に抵抗性を示した。 

３個体のF1個体の発根特性を検定した結果、
F1 No.1が台木として用いられているR. odorataと
同等の発根率を示し、発根特性に優れていた。 

切花品種サムライ08を接木し、挿し接ぎ法で
苗を育成した結果、F1 No.1での生育が最も優
れ、次いでF1 No.5での生育が良く、F1 No.6の
生育は著しく劣ったことから、F1 No.1は切花品
種との接木親和性が高く、根頭がんしゅ病と根
腐病に対する複合抵抗性台木として適している
ことが明らかとなった。 

現在、４収量性検定を実施しており、種苗登
録を平成24年度中に行う予定である。 

今回得られたF1個体が３個体であったことか
ら、QTL解析による根頭がんしゅ病および根
腐病抵抗性に関わる遺伝子解析ができなか
ったが、平成24年５月にはF1の３個体とも開
花することから、F2個体を得てQTL解析を行
う。 

また、R. rugosaが根腐病に対して罹病性で
あったことから、根腐病罹病性のR. rugosaと
抵抗性のMatsushima No.3との交配を行い、
446個体の種子を獲得し、そのF1個体を128個
体が得られている。今後これらの個体につい
て形質調査を行うと共に、F1個体とR. rugosa
との交雑を行い、BC1個体の形質に基づいて
QTL解析を行う予定である。 
 

M          1           2             3            4           5            6          7           8          9           10      11        C

PCR electrophoretic profile of Rosa multiflora species amplified with the primer 
OPAK16.   1,  R. multiflora ‘Matsushima No. 3’; 2, PEKcougel; 3, R. multiflora 
carnea; 4,R. multiflora cathayensis; 5, Apple Blossom; 6, Russelliana; 7, Rambling 
Rector; 8, Rush; 9, Seagull; 10, Tapis Volant; 11, Gipsy Boy. C,control. Line M, 
molecular marker (2 kb plus 100 bp DNA ladder)

根頭がんしゅ病検定法（ex vitro浸漬検定法）による
F13個体とDukat及びPEKcougelのgall形成率
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